
遠賀川から見える未来のまちづくり
～　第４回　I LOVE 遠賀川流域リーダーサミット開催　～

遠賀川河川事務所の最新情報を配信 平成26年2月4日

 平成２６年１月２６日（日）に福岡県田川市で「第４回 I LOVE 遠賀川流域リーダーサミット」を

NPO法人遠賀川流域住民の会と共同で開催しました。これは遠賀川流域の水環境改善などを目的に１

９年度から２年毎に開催しているもので、２年前の第３回では流域の２２市町村長、福岡県知事、遠

賀川河川事務所長が一同に会して「母なる遠賀川をより美しい川として次世代へ引き継ぐ」とした

「遠賀川流域宣言」を発表しました。この宣言をふまえて、遠賀川流域の住民の皆様と行政が連携し

て様々な活動をしており、遠賀川の水環境が一歩ずつ改善されています。 
 そこで、今回のサミットでは、１０市町村長や住民団体の方々など約３５０人にお集まりいただき、
遠賀川から見える未来のまちづくりをテーマに、遠賀川での人と川の関わりや、川を軸としたまちづ
くりとそのための仕組みづくりについて意見を交換しました。 
 第１部「流域住民団体の活動紹介」では、「香月・黒川ほたるを守る会（北九州市）」「田川ふる
さと川づくり交流会（田川市）」「遠賀川源流の森づくり推進会議（嘉麻市）」の３団体が、遠賀川
をより美しく次世代へ引き継ぐための取り組みを紹介しました。 
 第２部「流域のリーダー等によるディスカッション」では、直方市、田川市、嘉麻市、芦屋町の首
長と国、福岡県の河川管理者がパネリストとして参加し、「川づくりは人づくり、まちづくり」の考
えを共有するとともに、川づくりやまちづくりへの様々なアイデアを披露しました。今回いただいた
アイデアは、「遠賀川圏域会議※」で具体化に向けて検討していきます。 

流域活動団体のパネル展示 

北九州市による水道水ＰＲ状況 

第１部 流域住民団体の活動紹介 

第２部 流域リーダー等によるディスカッション 

圏域会議※：遠賀川流域を４地区に分け、行政（国、県、市）・活動団体・企業等が集まり、川を軸としたネットワーク 

       づくりを進め、「流域のまち、人が元気になる取り組み」を目指してＨ２５年末に発足 
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パネリストによる熱い議論！！ 
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